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ABSTRACT
   The 2014 open college of Hachinohe Institute of Technology (HIT) was held to present regional citizens 
with the results of the research and education. The theme of the open college was "disaster prevention, 
revival from the aftermath of the 2011 Tohoku earthquake and tsunami, measures for global warming, 
environment and energy", and the aims ware to give the pportunity for understanding each other and to 
contribute to the development of culture and industry in the community. The open college has twelve 
unique programs, which consists of the workshop titled effective use of the sub text to improve the ability 
of disaster prevention in educational institutions, the exercise in assembling an multi-legged robot, the 
lecture of making smart phone application softwares, the science cafe for natural renewable energy, and so 
on. About 341 persons attended the HIT open college in total, and it was closed successfully. 




















































































































































































































図 3.2.2 講演 1の様子（小玉准教授）
















































































































































開催日の 10月 6日は、台風 18号通過による暴風
雨対策のために八戸市内の小中学校は臨時休校
や集団下校などに追われていたにも関わらずほ











































































































































































図 3.5.2 第 1回開催時の様子
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 本講座は、図 3.6.1 に示すように秋田県秋田市





















































































































































































































































った。時間の都合から、図 3.8.2 に示すギア BOX
とリモコンは主催者で組立て済みであった。図
3.8.3 に組立ての様子を示す。図 3.8.4 は、完成し
た多脚歩行機構の全体図である。

















































































































































































































































 本講座は 11月 1日(土)と 2日(日)の 2日間にわ
たって開催された。受講料は無料とし、募集人
員は 16 名である。講座の内容は表に示す通りで




























































































氏名 氏名 年齢 氏名 年齢 ツリー ハウス
ツリー＆
ハウス
1 A a 9 1 八戸市
2 B b 10 1 五戸町
3 C c 7 1 五戸町
4 D d 6 1 八戸市
5 E e 7 1 八戸市
6 F f 8 g 5 2 八戸市
7 G h 7 i 5 1 1 八戸市
8 H j 7 k 5 2 八戸市

































紙粘土 2個 2個 4個
ハレパネ 20×14cm 20×14cm 24×16cm
LED型ライト 1個 1個 2個
























 ・新聞チラシ            62.5％
 ・知人の紹介            50.0％
 ・不明（記入なし）         0.0％
②参加した理由は何ですか？（複数回答）
 ・工作体験に興味を持った      75.0%
 ・親子参加に興味を持った      37.5%
 ・ｸﾘｽﾏｽｼｰｽﾞﾝに適した企画だった   50.0%
 ・感性デザイン学部に興味があった  12.5%

















































































 本学の公開講座は、毎年、延べ 300～400 名の
受講者を受け入れ、生涯学習の機会を提供する
とともに、地域と大学の相互理解をより高める
ものとして機能している。
最後に、ご協力を頂いた上述の関係機関なら
びに実施に携わられた全ての教職員の皆様に感
謝いたします。
要 旨
平成 26 年度八戸工業大学公開講座が開催され、研究教育成果を反映した講義や実習を広く地域
の市民へ公開した。公開講座は本学が北東北の工科系高等教育機関として教育研究の成果を広く公
開し、地域の発展に寄与するとともに、生涯学習の機会を提供し地域の市民と交流を図ることを目
的とする。今年度も「防災・震災復興・地球温暖化対策・環境・エネルギー」をメインテーマとし
て、「学校の防災力を高めるための副読本・指導方法に関する研修会」、「多脚歩行ロボットを作
ろう！」、「スマホアプリ作成講座」や「自然エネルギーに関するサイエンスカフェ」など全学
科・部局がそれぞれの特色を生かした講座を企画し、今年度は合計 12 件の講座による実施となっ
た。延べ約 341名の受講者を迎え、成功裏に終了した。
㻌
キーワード㻌㻦㻌2014公開講座，エネルギーと環境㻌
